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Ⅰ－４．新たな公共交通事例整理

（１）コミュニティバスによる一元化（当別町地域公共交通活性化協議会）

当別町では、民間路線バスの撤退に併せ、町営バスを運行していたものの、町内におけ

る様々な送迎バスに着目し、これらの運行費用を一元化することにより、共通で利用でき

る当別版コミュニティバスを運行している。

当運行については、平成 22 年において国土交通大臣賞を授与しつつも、運行地域が郊

外部ということもあり、運行赤字の解消に課題を抱えている状況となっている。

図 実証運行体制

図 実証運行における運

行コスト・収入対比

出典：当別町コミュニティバス実証運行報告書
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（２）循環バス（美唄市地域公共交通活性化協議会）

美唄市では、概ね市街地を中心として市民バス東線（市営バス）が運行しているものの、18

系統数もが運行し、運行費用の 55 ％が赤字（車両費を除く）で、かつ、利用者からは増

便を求められている状況にある。

そこで、平成 22 年度に地域公共交通再生事業の地域公共交通連携計画を作成し、平成 23

年度後期から循環バスによる運行コスト縮減と、実質的な利用可能便数を倍増させて運行

しているところである。

ここで、運行コストの縮減は、運行車両台数を３台から２台に削減することによる委託

費の縮小で、利用可能便数は、バス路線末端部において多少遠回りにはなるものの、利用

できる便数が倍増することとしている。

なお、美唄市においては、郊外部の概ね全域では、スクールバス 13 路線の内、11 路線

で有償による一般利用が可能となっている。

図 市民バス東線循環バス路線
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（３）フレックスバス：セミデマンド（帯広市）

帯広市では、国の事業である公共交通活性化総合プログラム事業を活用して、市街地の

バス路線について、起終点のみを定めて、利用者に応じて運行路線をフレキシブル（柔軟）

に変更するフレックスバスを実証運行として行っている。結果、乗合タクシーなどのフル

デマンド方式とは違い、デマンド運行でも様々な形態があることを規定できたことと、ま

た、ここで作成したプログラムは、市内で実施しているデマンドシステムとして活用して

いること、さらに、既存路線の一部を改善できたことが成果となっている。

●フレックスバスの運行イメージ

●フレックスバスとは

・従来の「乗合バス」は、定時定路線で運行

・「フレックスバス」は、路線バスの定時制を一定程度維持しつつ、利用者の需要に応

じて各便ごとにフレキシブル（柔軟）に運行経路を設定して、起終点間を走るバス

・バスへの乗降は、運行地域内の概ね 150 ～ 200m 間隔で設置されているバス停留所（ミ

ーティングポイント：ＭＴ）に限定（バスは、起点から終点までの間、利用のあるＭ

Ｔを結んで運行）

・利用者は利用する便が起点を出発する時刻の一定時間前までに予約が必要（予約締切

後、経路を設定し、利用者は最寄ＭＴへの到達予定時刻をコールバック）

出典：地域の交通問題を皆さんと共に解決します。～公共交通活性化プログラム～

２００６年 国土交通省北海道運輸局企画観光部
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（４）乗合タクシー（新十津川町地域公共交通活性化協議会）

新十津川町では、新十津川町単独補助路線として中心部と郊外部を連絡する民間路線バ

スが運行しているが、人口減少などの原因で多額の運行赤字を補てんしなければならず、

バス路線存続について問題を抱えている状況である。

そこで、平成 20 年度に地域公共交通再生事業の地域公共交通連携計計画を作成し、平

成 22 年度及び平成 23 年度に、路線バスを一時休止し、その代替交通として、地元タクシ

ー会社の一般ハイター業務のセダン型車両を用いて、乗合タクシーを運行している。

結果、利用者からは、特に自宅前までの送迎や車両への乗降りしやすさについてお年寄

りに好評で、かつ、平成 23 年度においては、路線バス運行費用について、８割弱の削減

が可能となった。平成 25 年４月より本格運行を実施する予定となっている。
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（５）市民自治会への委託による運行

富良野市東山地区では、全域を富良野バスが運行していたものの、採算面から東山地区

入口から郊外までの間を短縮し、入口までの間を乗合タクシーで代替した。しかし、地区

入口から中心部までのバス路線と乗合タクシー輸送後の空車タクシーとが併行することに

疑問を持ち、当該地区内を市町村有償運送による地域コミュニティカーにより輸送を行っ

ている。地域コミュニティカーの運行は、町内会へ委託して運行を行っている。

○富良野市東山地域コミュニティカー運行条例（抜粋）平成 21 年６月 19 日条例第 19 号

（目的）
第１条 この条例は、富良野市東山地域コミュニティカーの運行に関し必要な事項を定め、
富良野市東山地域の住民の交通手段を確保し、もって公共の福祉の増進に資することを目
的とする。
（定義）
第２条 この条例にお
いて、富良野市東山地
域コミュニティカー（以
下「コミュニティカー」
という。）とは、道路
運送法（昭和 26 年法
律第 183 号）第 78 条第
２号の規定に基づく自
家用有償旅客運送に用
いる車両をいう。

（運行区域等）
第３条 コミュニティ
カーの運行区域は、富
良野市字東山、字西達
布、字老節布及び字平
沢とし、路線、運行日、
運行回数及び運行時間
については、規則で定
める。

（運賃）
第４条 コミュニティ
カーを利用する者の運
賃は、次に掲げるとお
りとする。
(１) 小学校就学前の
乳幼児 無料
(２) 前号以外の 18
歳未満の者及び高等学
校通学者 50 円
(３) 前２号以外の者

100 円
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（６）モビリティ・マネジメント

モビリティ・マネジメント（ＭＭ）とは、過度な自動車利用のライフ・スタイルから「か

しこく」クルマと公共交通機関や自転車などを利用するライフ・スタイルに変化する方向

に、自発的に変更することを期待するもので、コミュニケーションを中心とした交通施策

のことをいう。具体的には、トラベル・フィードバック・プログラム（TFP）による「簡

単なアンケート調査」を実施し、ひとり一人に、クルマ以外の通勤が可能かを振り返って

もらう。この方法により、約２割の自動車利用が減少し、その一部が公共交通へ転換して

る。

●動機づけ冊子の例

山口県宇部市モビリティマネジメント 事業主体：スマート通勤宇部市民会議

●バス路線マッ

プの例

京都府宇治市の

モビリティマネ

ジメント宇治職

場モビリティ・

マネジメント

(MM)推進会議

 

 


